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九州地区の労働災害は、2014年以降1件で推移、そのうち4件が
転倒事故。転倒事故を無くすことが重要。

全社も含めた傾向分析実施
＝発生者は女性が多く、年齢は40代以上が多いことが分かる。

環境改善、個別指導両方に力を入れていくことにする。
個別指導は、対象者をピンポイントに絞る。







管理者向けの教育実施

日常的に、リーダーからの声掛け（指導）
各職場における効果的な準備運動の実施。







ハザードマップからの改善

歩くべき箇所を
『見える化』

段差の高さを『見
える化』




